
前
に
始
め
た
ゴ
ル
フ
．
海
外
へ
は
、
世
界
中
を
推
薦
符
／
杉
尾
友
士
郎

旅
行
し
た
と
う
か
が
っ
て
い
ま
す
。
〈
ボ
ン
ヌ
ー
ル
写
真
室
主
事

仕
事
は
、
今
年
か
ら
Ｖ
Ｉ
Ｐ
担
当
と
な
り
、
政
界
、
財
界
の
著
名
人
を

主
に
接
待
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
の
１
〜
２
年
は
、
ご
友
人
の
結
婚

式
に
は
必
ず
、
歌
や
司
会
を
頼
ま
れ
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
の

人
生
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
を
兇
つ
け
な
い
と
…
と
真
剣
に
考
え
始
め
た
と

か
。
笑
顔
の
可
愛
い
、
明
る
い
お
嬢
さ
ん
で
す
。
カ
メ
ラ
・
杉
尾
友
士
郎

ヨ
塑
号
ヨ
ョ
器
－
－
，
号
一
（
号
⑱

神
〃
，
才
擬
ざ
ん
（
剛
）

微
笑
み
通
り
の

可
愛
い
お
嬢
さ
ん

川
嶋
章
恵
さ
ん

一
一

一

章
恵
さ
ん
は
、
親
和
女
子
学
園
を
ご
卒
業
後
、

東
京
の
青
山
学
院
女
子
短
期
大
学
に
進
学
、
現

在
は
、
全
日
空
大
阪
空
港
に
勤
務
さ
れ
て
お
り

ま
す
。趣

味
は
、
海
外
旅
行
、
音
楽
、
そ
し
て
３
年

一

一
一

、

〈
全
Ⅱ
窄
勤
筋
〉

一

庫

一 王ｑ

j⑰

〆魁
』
』
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心』
》

神
７
１
才
媛
；
ん
＠

知
性
が
も
た
ら
す

清
楚
な
ム
ー
ド

恵
木
裕
子
さ
ん
〈
職
灸
師
》

ヨ
四
号
ヨ
ヨ
用
一
一
ｍ
号
云
呂
の

、

１

洲

裕
子
さ
ん
に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
は
、
五

年
程
前
、
藤
本
義
一
・
統
紀
子
夫
妻
が
主
催
す

る
「
非
文
化
の
会
」
に
、
ご
両
親
と
一
緒
に
来

ら
れ
た
時
で
し
た
。
物
静
か
で
、
心
配
り
の
行

き
届
く
締
麗
な
お
嬢
様
だ
な
あ
と
、
と
て
も
印

象
に
残
り
、
そ
の
後
も
、
お
目
に
か
か
る
度
に
推
薦
者
／
川
瀬
喜
代
子

〈
に
し
む
ら
コ
ー
ヒ
ー
店
オ
ー
ナ
ー
〉

そ
の
思
い
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

お
父
様
で
あ
る
恵
木
永
さ
ん
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
「
母
親
性
教
育
入

門
」
を
著
述
さ
れ
た
、
産
婦
人
科
の
お
医
者
さ
ま
。
ま
た
裕
子
さ
ん
も
、
甲

南
女
子
大
学
を
ご
卒
業
後
、
東
洋
医
学
を
志
し
、
誠
灸
師
に
な
ら
れ
、
目
下
、

新
た
に
柔
道
整
復
師
の
免
許
を
取
る
た
め
勉
学
に
励
ま
れ
て
い
ま
す
。
控

え
目
な
中
に
、
現
代
の
女
性
ら
し
い
キ
ラ
リ
と
光
る
セ
ン
ス
を
も
ち
合
わ

せ
た
素
敵
な
お
嬢
様
で
す
。
カ
メ
ラ
・
松
原
卓
也
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蕊
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笹山新市長

地
下
鉄
西
神
中
央
駅
前
の
総
合
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ゾ
ー
ン
「
プ
レ
ン
テ
ィ
」
が
ｎ
月
型
日
（
金
）
に
華

や
か
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

神
戸
市
が
、
住
み
、
働
き
、
憩
う
と
い
う
複
合

機
能
を
備
え
た
モ
デ
ル
都
市
と
し
て
開
発
し
て
い

る
西
区
の
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
。
プ
レ
ン
テ
ィ
は

そ
の
中
心
部
を
担
う
「
生
活
拠
点
』
・
単
に
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
む
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
ィ
ル
を
提
案
す
る
エ
リ
ア
と
し
て
注
目
を
集

め
て
い
る
。
そ
の
為
、
オ
ー
プ
ン
に
先
だ
っ
て
行

わ
れ
た
完
成
式
に
は
笹
山
新
市
長
も
か
け
つ
け
て

激
励
。
開
店
を
待
ち
き
れ
ず
に
つ
め
か
け
た
１
万

２
千
人
は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

に
賑
わ
い
、
こ
の
日
だ
け
で
約
８
万
人
が
プ
レ
ン

テ
ィ
を
訪
れ
た
。

爵

威勢よく･ 、鏡開き. ／
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昼

モリカワ

ノー西神ﾌﾟﾚｼﾃｲﾉ店_ノ
ヘのお誘い

洗練されたシンプル＆モダーン
モリカワの
フレームデザインへの提案

壱ヂ等
ﾒ ｶ ﾈ のモリカワ

専門店一番館３Ｆ恋9 9 2 - 0 0 0 5

一冷詞一 .

さかえや
｢西神プレシテイノ店_／

へのいざない

心こめたおもてなし。
季節の粋、
味わい深く…。

ｗｉ><：
専門店二番館２Ｆ念9 9 2 - 0 1 2 3

■

糸

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



豊潤な静けさに包まれで…･ ･ ･
ベニヤノー西神ブﾚﾝﾃｲﾉ店ビーノ
デビュー. ／

時代を語る女らしさを発信する｢ ベニヤ｣ に、１５番目の姉妹｢ 西神プレンティ店｣ 、誕生。
ボルド一色の浪漫に染まる季節、大人のシックが目を醒ます…。

剛 BＥＮｌＹＡ
ＫＯＢＥＯＳＡＫＡＴＯＫＹＯ

ベニヤ｢ 西神プレンティ店」
専門店一番館２Ｆａ9 9 1 - 8 3 9 9
本店三宮センター街壷3 3 2 - 2 1 3 5 ～６

Ｌ

』
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『 、

あなたの未来
見えてきますも
コートをはおると
もうとまどわないでも

992-0086
992-0087

、 悪乱 二
２≧竺塞系

一

一

陸 列

■

１
ｈ

一孟蓮Ｌ

キ

西神戸プレンテイー店
専門店一番館2 ＦＴＥＬ
トラサルディショップＴＥＬ
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⑥ビィウイッチ･ ソープ３×７５￥7 , 0 0 0

英国2 ０

①オー･ド，キナ･ヘアローション1 0 0 , , ￥4 , 0 0 0趣1 7 9 0 年にロンドンで創業以来､ コスメ殉ツクスの ②アーリントン･ コロン1 5 0 m ､ ￥1 3 ‘０００
と柿とじて愛され続ける，.Ｒ, H a r r i s o l 9 3 8 年に ③④ビィウイツチ.オード.トワレ1 0 0 , , ￥1 0 , 0 0 0

(スプレー)50111,￥8,500は､ 当時のクイーン･ エリザベス( 現在のクイーン，
⑤ウェディングブーケ（スプレー) 5 0 m ＠￥7 , 5 0 0マザー)からR o y a l 恥r r a n t ( 王篭御用達勅,許

クリスマスやお歳募､ ご結婚のお祝いなｇこの冬〒6 5 8 神戸市東灘区御影町御影字滝ケ鼻1 3 3 5 - 1
メビウスビルB1P h o n e : 0 7 8 - 8 4 3 - 3 1 1 0

の￥ﾌ ﾄ とじてぜひ､ご利用くださいませも 営業時間ﾉ ＡＭ１０: 0 0 ～P M 7 : 0 ０（水曜日定休）

状) を賜っています: ､ 製品はフレグランスから･ 女性

用スキンケア、男性用シェイピングやヘアケズ
ご家庭用ソープやバス用品までパﾗ ｴ ﾃ ｨ 豊力も

荷一・円ﾚ ﾊ ﾘ ｽ淵I iンお好みに応じて諦め合わせもさせていただきま魂

－ノ、

雅測, 雨ｌｅＪ卦訂唾墾』Ｆ１

…雲瀞｢'..周;－－…９１』R･ら
坤袖苫

凹乎肺陀三葛■Ｕ■

。L・’０' Pロ閃。鰯'…
－－皇』風…；”ヤ否ｚ

田

石
ｌＷ

ｍＢ宮司誼■饗耳君製Ｘ

１１
阪急劃# 殿下巾廷鞭躯8 分山芋肘敏血1

串
宕
罫
届
画
叫
‐
‐
■
『
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インポートブティック神戸市中央区御幸通8 - 1 - 6
神戸国際会館１Ｆ八《& 妻＝槽縦粥閥

ノ
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．

トアロードから

お嫁に行く帽子たち

トア・ロード“マキシン' ,
のウィンドーを彩る紅い帽子
たちはＸ, m a s のプレリュード。
このエレガントな帽子た

ちは、マキシンビルの３Ｆ

ＫＯＢＥＥＸＣＥＬＬＥｊＶＴＳＨＯＰ

神戸市中央区二宮町3 丁目1 - 4 壷3 9 1 - 3 7 3 7 ～９

☆婦人帽子

、、ｃＡｘｏｗ雨、
マ誉シ＞

神戸市中央区北長狭通２r F 1 6 - 1 3 念3 3 】- 6 7 1 1

☆選りすぐった一点を…。

SaIlohe
神戸市中央区元町通2 丁目5 - 7 か3 3 1 - 4 7 0 7

☆欧風家具･ 設計･ 創作

j j〈11 1良介商店
４Ｆの明るい音楽が流れる☆伝わる真どころ手づくりの風格
ｵ ｰ ダー ﾙ ｰ ﾑ のｱ ﾄ ﾘ ｴ 柴田音吉洋服店
から創り出されます。 神戸市中央両元町通4 丁目2 軍２２垂3 4 1 - 0 6 9 3

「お客様のご要望にそって☆舶来品ブティック
融鵡蝋噸窯呉患景黒豆照・
いし、買われたくなくなる。☆本格派の人々に愛される
まるで花嫁の父のような心ヨョ方力境なんです｡ 」
伊達朱美さんは１２年。噂神戸市中央区三富町3丁目1-9金331-5190

江美香さんと西山博子さん☆よろず御槻衣縫上虚

催‘隼浅畷有濡さんが‘神戸シャツ年目とベテランが多く､22、神戸市中央区三宮町3丁目1-6壷331-2168
３人のスタッフが手づくり

で心をこめてつくり出しま鵜鼠鯉層鵜;己の専門店の提
この場所からマキシンの美しい帽子が作り出される。すｃ
浅野さん( 写真上) 噂江さん､ 伊達さん､ 西山さん( 写真下､ 左から）
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鹿零＝

Ｌ
マキシンのウインドーを飾るエレガントな帽子たち

－全二Ｊ
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& 哩硯廷

詞
剛
轟
ハ
ロ
ー
対
談
①

沙
⑨
重
宝
し
て
い
ま
す

ト
ー
私
も
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
の

凧
サ
フ
ァ
ン
で
す
。

▲

蕊鋳蟻

〉

一
．
三
一

；

瞳：列
〕
列
〕 週

ノ

ダ

窪
＝ 、

蕊陸鐸逗霊
繍mlimm1

ゲ
ス
ト

榛
名
由
梨
さ
ん

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
講
師
・

元
宝
塚
歌
劇
団

小
出
圭
圭
孝
さ
ん

Ｎ
Ｔ
Ｔ
神
戸
支
店
が
小
磯
良
平
画

伯
の
作
品
を
テ
レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
に
し

た
。
ｎ
月
に
発
売
さ
れ
、
い
ま
好
調

な
売
れ
ゆ
き
を
み
せ
て
い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
な
っ
て
５
年
目
。
高
度

情
報
化
時
代
の
中
で
、
神
戸
支
店
は

『
ベ
ス
ト
サ
ー
ビ
ス
』
を
合
言
葉
に

〃
原
点
に
も
ど
り
、
皆
様
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
〃
と
、
従
業
員
２

５
０
０
人
が
一
丸
と
な
っ
て
張
り
切

っ
て
い
る
。

昭
和
前
年
か
ら
売
り
出
さ
れ
た
テ

レ
ホ
ン
ヵ
ー
ド
は
、
す
で
に
七
億
枚

を
越
え
た
と
い
う
。
ゲ
ス
ト
の
榛
名

さ
ん
も
「
仕
事
に
も
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

に
も
欠
か
せ
な
い
必
需
品
」
と
語
る

大
の
お
得
意
様
。
日
本
画
家
、
山
下

麻
起
氏
を
祖
父
に
持
つ
彼
女
は
、
小

磯
画
伯
の
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
大
感
激
。
「
デ
ザ
イ
ン
や
写
真
の
椅

麗
な
も
の
は
、
贈
っ
て
も
贈
ら
れ
て

も
嬉
し
い
も
の
で
す
」
と
テ
レ
ホ
ン

ヵ
ー
ド
の
大
フ
ァ
ン
ら
し
く
話
が
は

ず
む
一
刻
で
あ
っ
た
。

＝一一＝二

Ｎ
Ｔ
Ｔ
神
戸
支
店

支
店
長
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１
／

榛
名
私
達
も
自
分
の
舞
台
写
真
で
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
榛
名
こ
の
頃
は
、
そ
の
場
で
す
ぐ
カ
ー
ド
に
し
て
く

を
作
っ
て
、
フ
ァ
ン
の
集
い
や
対
談
の
時
に
プ
レ
ゼ
ン
れ
る
所
が
あ
り
ま
す
ね
。

卜
し
て
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
の
よ
・
フ
ァ
ン
の
方
小
出
三
宮
で
も
テ
レ
コ
ム
プ
ラ
ザ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
で
サ
ー

も
私
の
写
真
を
使
っ
て
作
っ
て
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
ビ
ス
し
て
い
ま
す
。
好
き
な
写
真
で
す
ぐ
で
き
ま
す
ね
。

す
る
の
で
、
今
は
Ⅷ
枚
く
ら
い
持
っ
て
い
ま
す
わ
。
榛
名
記
念
に
な
る
も
の
が
出
来
る
と
嬉
し
い
で
す
よ
。

小
出
収
集
し
て
い
た
だ
く
の
も
嬉
し
い
で
す
が
、
や
宝
塚
で
も
、
退
団
の
時
に
自
分
の
写
真
で
作
っ
て
プ
レ

は
り
使
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
、
カ
ー
ド
公
衆
電
話
を
今
ゼ
ン
ト
す
る
の
が
流
行
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。

増
設
中
で
す
。
現
在
は
全
体
の
帥
％
程
度
で
す
が
、
今
小
出
今
日
の
記
念
に
、
こ
の
写
真
で
作
っ
て
プ
レ
ゼ

後
は
大
部
分
を
切
り
替
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ン
卜
い
た
し
ま
す
ｃ

榛
名
一
番
重
宝
し
た
の
は
、
病
院
へ
お
見
舞
に
行
っ
榛
名
ワ
ー
ッ
。
う
れ
し
い
ノ
．
（
ホ
テ
ル
ォ
ー
ク
ラ
に
て
）

⑨瓦玩懲｡ “

贈る方のセンスが伝わる
おしゃれなギフト･ テレホンカード １

磯､ｉ
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た
時
で
す
わ
。
麻
生
薫
さ
ん
が
入
院

烏
”

世
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》
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図
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－
ビ
ス
〃
と
銘
打
っ
て
、
拡
大
す
る
一
一

髄扮－－－

ら
な
い
し
、
本
当
に
便
利
で
す
。

一

－
ビ
ス
を
、
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

小
出
上
得
意
さ
ん
で
す
ね
（
笑
）
。

入
れ
ま
し
た
の
。
途
中
で
無
く
な
っ

て
も
、
す
ぐ
隣
り
に
自
動
販
売
機
が

一ざ

私
共
、
神
戸
支
店
で
は
〃
ベ
ス
ト
サ

き
、
そ
こ
か
ら
皆
に
電
話
で
報
告
を

さ
れ
た
時
、
友
人
代
表
で
病
院
へ
行⑨ＮＴＴ神戸支店

あ
る
し
小
銭
を
沢
山
待
つ
こ
と
も
い

、

－
ズ
に
合
わ
せ
、
き
め
細
や
か
な
サ

－－ー－－ 一
一

貴方だけのオリジナルテレホンカードも
承づていますも

ご結婚･ 企業ＰＲ･ 各種記念にどうぞ

お買得な電話機をとりそろ
お近くのＮＴＴ営業所ハ

唾す
ぞ
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大
内
今
拝
見
し
ま
し
た
が
、
素
晴
ら

し
い
で
す
ね
。
こ
と
に
２
Ｆ
の
ジ
ュ
エ

リ
ー
プ
ラ
ザ
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
が
美
し
い
。

上
が
宇
宙
で
、
下
が
海
底
に
な
っ
て
い

て
、
宝
石
の
き
ら
め
き
の
中
に
身
を
置

い
て
い
る
よ
う
で
魔
詞
不
思
議
な
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

何
し
ろ
私
は
、
宝
石
が
狂
う
程
好
き

で
し
て
（
笑
）
。
金
、
プ
ラ
チ
ナ
、
ダ
イ
ヤ
、

真
珠
、
そ
れ
に
私
の
誕
生
石
の
エ
メ
ラ

ル
ド
。
ど
れ
も
買
う
こ
と
が
で
き
れ
ば

も
っ
と
嬉
し
い
け
ど
（
笑
）
・
で
も
、
美
し

い
も
の
を
見
る
だ
け
で
も
幸
せ
で
す
ね
。

田
崎
ブ
ラ
ジ
ル
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

サ
ワ
ー
社
の
会
長
は
、
個
人
で
宝
石
の

ミ
ュ
ー
ジ
ァ
ム
を
侍
っ
て
る
ん
で
す
よ
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
産
の
エ
メ
ラ
ル
ド
と
か
、

南
米
の
宝
石
の
産
地
を
全
部
押
さ
え
て

い
る
人
で
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
な
ん
か
で

も
凄
い
の
を
見
て
き
ま
し
た
。
宝
石
の

好
き
な
人
だ
と
狂
い
そ
う
で
す
よ
（
笑
）

低
ジ
ュ
エ
リ
ー
対
談
・

弱
周
年
記
念
に

田
崎
ジ
ュ
エ
リ
ー
ビ
ル
竣
工

鱒

弓

【
‐
咽
１

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
大
内
さ
ん
は
、
大
の
宝
石
好
き
。
ｎ

月
枢
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
タ
ウ
ン
内
の
田
崎
ジ
ュ
エ
リ
ー
ビ
ル

を
訪
ね
て
、
田
崎
俊
作
社
長
と
の
ジ
ュ

エ
リ
ー
対
談
が
始
ま
っ
た
。

大
内
オ
ー
プ
ン
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
タ
ウ
ン
界
隈
は
、
日
本
じ
ゃ
な
い

み
た
い
で
す
ね
。
山
が
見
え
て
、
海
が
見

え
て
美
し
い
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
が
競

い
あ
っ
て
い
る
。
外
国
で
す
ね
。
（
笑
）

田
崎
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ｎ
月
Ⅳ
日
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
タ
ウ
ン

の
街
開
き
を
や
っ
た
と
こ
ろ
な
ん
で
す

よ
。
神
戸
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
宣
言

を
し
て
鵡
年
目
の
成
果
で
す
ね
。

ち
ょ
う
ど
田
崎
真
珠
が
弱
周
年
を
迎

え
て
、
こ
の
田
崎
ジ
ュ
エ
リ
ー
ビ
ル
の

竣
工
を
、
街
開
き
の
前
に
や
っ
た
ん
で

す
。

Ｏう
邪SAfKl
S1LllN3U

別
世
紀
に
向
か
っ
て

世
界
の
総
合
宝
飾
品
企
業
に

ノ

大
内
ぜ
ひ
見
に
行
き
た
い
で
す
ね
。

田
崎
タ
ヒ
チ
の
黒
真
珠
も
い
い
で
す

よ
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
が
絵
を
描
い
て
い
た

タ
ヒ
チ
。
そ
こ
で
若
い
村
の
娘
に
恋
を

し
た
。
ゴ
ー
ギ
ャ
ン
の
気
持
が
判
る
美

し
い
島
で
す
。
こ
の
タ
ヒ
チ
の
島
々
で

黒
蝶
貝
が
黒
真
珠
を
生
む
。
惚
れ
惚
れ

す
る
黒
真
珠
で
す
（
笑
）
。

大
内
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ど
う
で
す
か
。

治
安
は
い
い
で
す
か
。

田
崎
こ
の
、
月
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ

ッ
チ
ャ
ン
市
に
、
Ｄ
Ｏ
Ｖ
Ｒ
Ｉ
Ｇ
Ｅ
Ｒ

Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
と
の
合
併
会
社
を
つ

く
り
ま
し
た
。
Ｔ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ｉ
Ｇ

Ｅ
Ｒ
Ｄ
Ｉ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
Ｏ
Ｌ
Ｓ
Ｈ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｔ
Ｄ
と
い

う
名
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
研
磨
工
場
で
す
。

治
安
は
大
丈
夫
で
す
よ
。

大
内
こ
れ
か
ら
は
地
球
サ
イ
ズ
の
海

外
戦
略
で
す
ね
。

田
崎
真
珠
作
り
で
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
基
に
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と
貴
石
を
幅

広
く
取
扱
う
総
合
宝
飾
品
企
業
と
し
て

ゲ
ス
ト

大
内
順
子

（
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

田
崎
俊
作

（
田
崎
真
珠
株
式
会
社
取
締
役
社
長
）

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



な
さ
る
と
い
い
で
す
ね
。

／

輪’■

■臣

迩
弓

面 ｡ ＃回

扇＝

ロ
甲
ヴ
ニ
つ

F や
一雪

一
シ
ョ
ン
が
別
の
も
の
な
の
で
、
お
互
い

輝
く
よ
う
、
大
内
さ
ん
ご
協
力
を
お
願

田
崎
パ
ー
ル
も
宝
石
も
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
と
の
コ
ー
デ
ィ
ナ
イ
ト
で
更
に
光
り

大
内
ま
だ
現
在
は
、
宝
石
と
フ
ァ
ッ

に
光
り
合
う
よ
う
な
世
界
が
出
来
れ
職

ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
発
表
を
神
戸
で

ま
す
が
、
シ
ョ
ー
の
洋
服
が
国
際
的
な

デ
ザ
イ
ナ
ー
の
も
の
な
ら
も
っ
と
い
い

い
し
ま
す
。

す
ね
。
も
し
、
来
年
も
神
戸
で
Ｗ
Ｆ
Ｆ

が
開
か
れ
る
ん
だ
っ
た
ら
、
パ
ー
ル
デ

と
思
う
ん
で
す
。
パ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン
。

ん
と
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

Ｆ
Ｆ
も
パ
ー
ル
デ
ィ
が
欲
し
か
っ
た
で

ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
も
、
島
津
貴
子
さ

［

皿
世
紀
を
め
ざ
し
、
皆
さ
ま
に
ど
う
す

れ
ば
宝
石
を
楽
し
く
愛
好
し
て
頂
く
こ

と
が
で
き
る
か
を
探
究
し
、
提
案
し
て

の
に
と
思
う
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
Ｗ

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ

、

_室｣面旦(ＩＤ一殿_産斗

田崎ジュエリービル
｜
駕
簸
｜
崖

い
つ
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
い
。

１
１
ジ
ュ
エ
リ
ー
夢
空
間

0 釦田崎真珠
｡ 央区港島中
3-5400(代表

町7-3-1
）
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中
村
フ
ラ
ン
ス
料
理
店
ら
し
く
な
い
で
す
ね
、
と
よ
く

言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
。

前
田
そ
れ
で
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
。
だ
れ
が
始
め
た
の

か
な
、
一
連
の
あ
の
豪
華
な
雰
囲
気
の
店
。

朝
比
奈
（
千
）
ま
あ
、
一
軒
や
二
軒
な
ら
い
い
け
ど
、
少

し
多
す
ぎ
る
ね
。
い
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
ま
ね
を
し
ち
ゃ

う
、
日
本
人
の
悪
い
ク
セ
だ
。

な
隣
こ
と
が

嘉
確
識
騨
雛
際

よく笑い、よくしゃべり、よく食ぺたあとのひとときｃ

朝
比
奈
（
加
）
（
店
内
を
見
渡
し
て
）
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ

ぱ
な
し
の
壁
に
緑
が
映
え
て
、
い
い
バ
ラ
ン
ス
の
ミ
ス
マ

ッ
チ
ね
。

前
田
う
ん
。
そ
れ
に
梅
雨
が
あ
る
日
本
に
級
越
は
不
用
、

気
が
散
ら
な
く
て
、
い
い
。

い
い
モ
ノ
と
出
会
う
コ
ツ
。

美
味
し
い
も
の
が
大
好
き
と
い
う
三
人
は
古
く
か
ら
の

友
達
同
士
。
ま
ず
は
ワ
イ
ン
で
乾
杯
、
直
の
中
村
シ
エ
フ

も
加
わ
っ
て
、
「
食
」
の
話
に
花
が
咲
き
ま
す
。

■
●

巾
や

い
。
が
●
●

｢ 食事に集中できるから、久しぶりに落ちついて
美味しいものが食べれたよ｡ J 前田社長

ば
か
り
料
理
店

長
と
神

訪
れ
る

、
ビ
ア

ハ
ン
々
〆

は
連
日
、

が
目
に
つ

Ｉ
坂
倶
楽

一
戸
フ
イ
ル

ニ
ス
ト
の

と
か
・
・
・
。

も
の
で
し

〆, 、

■

■

鰯：

ごﾐ雪

蕊

癖

一

砿 零
，
■

ｰ

一
塁 Tｐ 驚

伽
繕

害駒

′
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思
う
よ
。

前
田
お
客
の
方
も
、
雑
誌
だ
と
か
口
コ
ミ
に
頼
ら
ず
自

分
の
感
性
で
い
い
店
を
選
ぶ
べ
き
だ
。

朝
比
奈
（
加
）
そ
れ
か
ら
、
料
理
に
旬
が
あ
る
よ
う
に
、

お
店
に
も
旬
が
あ
る
か
ら
、
今
、
ノ
ッ
て
る
所
を
見
つ
け

だ
す
こ
と
ね
。
ワ
イ
ン
に
も
旬
、
す
べ
て
に
旬
が
あ
る
と

思
う
の
。
そ
れ
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が
い
い
も
の
に
出
会

う
コ
ツ
じ
ゃ
な
い
か
し
ら
。

け
ど
、
今
日
の
ズ
ワ
イ
蟹
の
サ
ラ
ダ
み
た
い
に
シ
ン
プ
ル

な
の
が
い
い
。
下
手
に
調
理
さ
れ
た
の
は
ど
う
も
に
が
手

だ
よ
。

前
田
い
い
素
材
の
そ
の
ま
ま
の
味
を
生
か
す
…
。

朝
比
奈
（
加
）
そ
う
、
で
も
そ
の
為
に
は
「
旬
」
を
見
逃

さ
な
い
こ
と
。
自
然
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
「
旬
」
は
素

材
の
命
で
す
も
の
。
い
い
も
の
が
次
々
と
変
わ
っ
て
い
く

の
を
う
ま
く
、
と
り
こ
ん
で
い
か
な
き
や
。

朝
比
奈
（
加
）
「
い
い
も
の
」
な
ん
て
、
個
人
の
感
性
で

決
め
る
も
の
な
の
に
ね
。

中
村
う
ち
と
し
て
は
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
料
理
に
だ
け

集
中
し
て
も
ら
い
た
い
、
い
い
も
の
は
料
理
だ
け
で
い
い

ん
だ
と
割
り
切
っ
て
い
る
ん
で
す
。

前
田
僕
が
最
初
に
気
が
散
ら
な
い
と
言
っ
た
の
は
そ
う

い
う
意
味
な
ん
だ
よ
。
こ
こ
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
の
に
落

ち
つ
け
る
。

朝
比
奈
（
千
）
料
理
の
み
で
勝
負
か
、
頼
も
し
い
ね
（
笑
）
。

「
美
味
し
い
」
も
の
に
も
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
だ

F 今度はぜひ、神戸の美味しい魚を使った料理を食べてみたいわ。味
つけは、シンプルにね( 笑) ｡ ｣ 朝比奈夫妻

Ｂ

朝
比
奈
（
千
）
そ
し
て
、
そ
の
最
高
の
も
の
を
、
ス
マ
ー

ト
に
出
す
。
あ
ま
り
、
丁
寧
す
ぎ
る
の
も
考
え
も
の
、
ひ

か
え
め
く
ら
い
が
丁
度
い
い
。

朝
比
奈
（
加
）
そ
う
ね
、
こ
ん
な
最
高
の
も
の
を
つ
く
り

ま
し
た
、
な
ん
て
大
げ
さ
な
の
は
困
る
わ
。

朝
比
奈
（
千
）
い
い
も
の
が
出
来
る
プ
ロ
セ
ス
が
大
変
な

の
は
ど
こ
の
世
界
も
同
じ
、
音
楽
家
が
舞
台
よ
り
も
稽
古

が
修
羅
場
の
よ
う
に
。
ハ
イ
ジ
さ
ん
だ
っ
て
仕
込
み
で
味

が
決
ま
る
。
厨
房
の
修
羅
場
を
感
じ
さ
せ
な
い
で
、
シ
ン

プ
ル
に
食
事
が
で
き
る
所
こ
そ
、
い
い
レ
ス
ト
ラ
ン
だ
と

ｒ
ｌ
ｌ
」
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